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アイリッシュ・ハープは、何世紀もの間アイルランドの国章として用いられてきた。現在でもアイルランドの

ユーロ硬貨やギネスビールの意匠としてハープが使用されていることは周知の事実であろう。 

 アイルランドには盲目の職業的ハープ奏者の伝統が 19 世紀まで残されていた。彼らは各地を旅し、ハープ

を演奏して生計を立てていた。だが、1863年に最後のハープ奏者バーンの死によって、その伝統は失われてし

まった。彼らの音楽はわずかな音楽手稿譜や出版譜にしか残されていない。 

 ハープ音楽断絶の真の要因は何だったのか。従来の研究では、19世紀のジャガイモ飢饉や流行の変化が例に

挙げられ論じられてきた。だが、伝統衰退に至る経緯をたどるためには、18 世紀にまで遡及する必要があろ

う。 

 18 世紀前半はカロランの登場により、ハープ音楽の未曽有の流行が見られた。だが、1792 年にハープ・フ

ェスティヴァルが開催された時にはその衰退は著しかった。この事実に鑑みると、1738 年のカロランの死から

1792年の約 50年間に、衰退の謎を解く手がかりがあると推定できる。 

 長いアイリッシュ・ハープ史を概観すると、その運命を決定づけたのが 18 世紀だったことは間違いない。

1691年のウィリアマイト戦争の敗北後、英国による植民地化が強まり、旧来のアイルランドの社会構造は大き

く変化した。 

 同時に 18 世紀のアイルランドは、芸術音楽活動の一大中心地として発展していった。ダブリンには英国趣

味の劇場が次々と設立され、多くの外国人音楽家が集まってきた。彼らはアイルランドの聴衆の趣味を一新し

ていった。古い価値観が通用しなくなり、新しい価値観が急激にもたらされた時、盲目の職業的ハープ奏者た

ちにも変化が求められた。 

 この激動の時代に最もうまく順応することができた人物がカロランだった。彼は不運な時代と境遇の中、自

由な発想で外国の芸術音楽を巧みにハープ音楽に採り入れることに成功した。バロック音楽と民俗音楽が融合

した独特な作風は、当時の植民者や先住者たちに熱狂的に受け入れられ、カロランは一躍時の人となった。当

時楽譜出版業が本格化しつつあったことにも助けられ、彼の作品はハープ以外の楽器のために編曲され、アイ

ルランド内外に広まっていった。 

 だがカロラン以降のハープ奏者たちは、もはや聴衆の音楽趣味の変化にうまく適応できなくなっていた。彼

らは、カロランの人気に依存し、新しい音楽を生み出すことができなくなっていたのである。1760 年頃になる

と職業的ハープ奏者を志す者も現れなくなっていた。 

 1780年頃から、英国のヘンデルに対抗して、カロランをアイルランドの国民的作曲家として奉ろうとする動

きがみられた。その背景には、アイルランドで生まれた英国系移民であるアングロ＝アイリッシュの複雑な愛

国的アイデンティティがあった。彼らはアイルランドの古文化であるハープに自らの存在意義を見出そうとし

ていたのである。 

 18世紀末になると、ハープ音楽の衰退はアイルランド亡国のイメージと重ねられるようになり、保存活動に

関心が向けられるようになった。その結果 1792年、ベルファスト・ハープ・フェスティヴァルが開催された。

この時、鍵盤楽器奏者バンティングが、ヘンプソンやオニールといった盲目のハープ奏者の演奏を採譜してい

た。 

 1808年バンティングらがハープ協会を設立し、ようやく後継者の育成が行われるようになった。協会で学ん

だハープ奏者によって 19 世紀後半までハープ音楽の伝統は残されていたが、当時の聴衆にとってハープ奏者

たちは時代錯誤の存在であり、衰退に歯止めをかけることはできなかった。 

 カロランたちが生きた 18 世紀のアイルランドはどのような時代だったのか。彼らはその時代をどのように

生き延びていたのか。彼らの音楽は当時の人々にどのように受容され、記録され、伝えられていたのか。これ

らの諸問題を明らかにすることが本論の目的である。 

 本論は 4つの章から構成される。すなわち、第 1章の「時代背景」、第 2章の「ハープ奏者とレパートリー」、

第 3章の「出版譜と手稿譜」、そして第 4章の「作品」である。これらの視点から 18世紀のアイリッシュ・ハ

ープを捉えなおし、その実像を明らかにする。 


